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サミット会議幹事会　開催される

平成１７年度活動内容・活性化で議論を交わす！
　８月８日（月）に平成１７年度の鬼怒川・小貝川サミット会

議幹事会を開催した。当初予定していた７月２７日（水）が、

台風７号の襲来により延期、急きょ日程を調整しての開催とな

り、幹事会役員・事務局ともあわただしい中での会議となった。

　当日は、県・流域市町村の代表、関係事務所、事務局である

下館河川事務所が一同に介し、平成１６年度の活動報告・決算

報告、今後の活動方針、平成１７年度の活動計画・予算（案）

について審議を行った。また、流域を語る会より、編纂事業を

進めていた「谷原領物語」の完成報告を受けた。

　来年度は、サミット会議を立ち上げ

る契機となった昭和６１年大水害から 　鬼怒川・小貝川サミット会議で

２０年となる節目である。サミット会 は、「鬼怒川・小貝川流域発掘活

議の活性化に向けた新たな第一歩とな 動」として、地元郷土史家等の方

ればと思う。 々で構成される「鬼怒川小貝川流

域を語る会」にご尽力いただき、

「流域郷土誌」の出版を行ってお

ります。このたびシリーズ４冊目

となります「鬼怒川・小貝川『谷

原領物語』」が完成しました。

　問い合わせは、下館河川事務所

調査課(tel0296-25-2171)まで。

鬼怒川・小貝川流域の夜空を彩った花火たち！！

←水海道市花火大会

二宮町夏祭り↓

鬼怒川・小貝川「谷原領物語」完成
鬼怒川小貝川流域を語る会が編纂

　夏休みといえば、やはり夏祭りに花火。鬼怒川・小
貝川流域でも数多くの花火大会が開催され夏の夜空を
彩った。そんな中で今年初めて開催された花火大会も
あった。養蚕地区の有志による「小貝川打ち上げ花火
の会」がそれである。小貝川の復緊事業*により整備
された堤防と筑西市の誕生を記念して、８月２０日
（土）の夜に開催された。当日は天候にも恵まれ素晴
らしい花火が、まん丸の月といっしょに夜空を照らし
た。大きな花火大会が幕を閉じる時勢の中で、これら
の大会が継続していけたらと、流れ星ならぬ空に昇る
花火に祈った。
*)復緊事業とは、河川災害復旧等関連緊急事業の略で、平成11

年水害を受けて採択され、平成15年６月に竣工しました。

事務所から見た
小貝川打ち上げ花火

水害を忘れないために・・・
教訓を未来にどう伝えるか
写真：S61石下町本豊田破堤箇所

水害を忘れないために・・・
教訓を未来にどう伝えるか
写真：S61石下町本豊田破堤箇所



川辺情報きぬこかい Vol.93 2 ページ

７月・８月の災害情報　『今年もまた地震が…台風が…』

　

　

　

開催日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 連絡先

９月10、
１１日
第6回日光ツーデーウォーク 日光霧降スケートセンター特設会場

日光ツーデーウォーク実行委員会
0288-53-3795

9月11日 真岡自然観察会 鬼怒水辺観察緑地
真岡自然観察会事務局
0285-84-6439

9月18日 龍ヶ崎市小通幸谷町

9/12
～10/31

真岡市建設部建設課
0285-83-8147

10月
ハーブフローの会
　0297-83-3862

10月1日
日光けっこうﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会

0288-53-3795

国土交通省　下館河川事務所　ふるさと相談室　Tel（代）0296-25-2161 Fax 0296-25-2264

ホームページ　http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/　メール　shimodate@ktr.mlit.go.jp

（出水時の情報）I-mode 等 http://I.river.go.jp/ 鬼怒川 0296-25-2175 小貝川 0296-25-2152

龍ヶ崎フラワーフェスティバル2005
小貝川・花とふれあいの輪
0297-64-7584

小貝川フラワーベルト
コスモス祭り

真岡市君島、道祖土、須釜地先

日光けっこうフェスティバル2005
日光秋の花火

取手市藤代地先

日光市所野　日光市運動公園
（花火：大谷川河畔）

ハーブフローのつどい
～エコロジースクール～

　７月・８月、下館事務所管内では３回の地震対応と２回の出水体制が組まれた。

　７月２３日（土）１６時３５分、昨年の新潟地震の記憶が新しいままに、東京で震度５

強を記録する地震が発生した。事務所管内では、茨城県水海道市、取手市、つくば市、伊

奈町、谷和原村、守谷市、利根町、筑西市、栃木県二宮町で震度４を記録した。

　７月２８日（木）１９時３９分には、茨城県南部を震源地とする地震が発生し、茨城県

筑西市、栃木県南河内町、二宮町で震度４を記録した。そして８月１６日（火）１１時４

６分。宮城県沖を震源とする地震が発生し、宮城県南部で震度６弱を記録した。管内で

は、茨城県水海道市、取手市、つくば市、伊奈町、谷和原町、千代川村、筑西市、栃木県

市貝町、河内町、芳賀町、高根沢町、さくら市で震度４を記録した。下館河川事務所では

これらの地震に対して早急に震災対策支部を設置し、対象管理区間の堤防等の河川管理施

設の概略点検・詳細点検を実施した。その結果、すべての施設に管理上支障なく安全が確

認された。

　７月２３日の地震では、真岡市のお祭りや花火大会と重なり合ったため、祭に参加中で

あったり、交通渋滞などの悪条件により状況把握常務の参集に時間を要するとともに、許

可工作物の管理者との連絡がつかないなど少し混乱しましたが、支部との相談の上で、支

所で許可工作物の詳細点検を実施するなど対応しました。

（真岡出張所）

　８月１６日の地震では、さくら市などで震度４を記録したことから、堤防・樋管・橋梁

の一斉点検を１３時３０分から開始し、概略・詳細点検を１６時３０分に終了した。堤

防・河川管理施設に異常は認められなかった。

（氏家出張所）

　７月、８月には、関東地方に台風７号、１１号が接近・上陸した。

　台風７号においては、小貝川黒子水位観測所において指定水位を超えたことから、７月

２６日（火）13:00に注意体制に入り、その進行・降雨状況を監視したが鬼怒川・小貝川

流域における降水量は少なく、水位も警戒水位まで達しない状態でピークを迎えたことか

ら、２７日（水）13:00に体制を解除した。１１号においては、進行・降雨状況を監視し

たが、水位は指定水位にも達せずに、支部の設置までにも至らなかった。


